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大島九州男 

出張国政報告 

国会見学会 

く 
参議院議員 全国区 比例代表 

大島九州男  

✔１９６１年福岡県生まれ 日本大学法学部卒 

✔超党派「民間教育を考える議員連盟」事務局長 

✔一般社団法人 日本青少年育成協会 顧問 

✔公益社団法人 全国学習塾協会 顧問 

参議院議員 
全国・比例代表 

く  す   お 
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な
ま
え 

 事務所からご案内 
① ポスターの掲示をお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

 

② 全国キャラバン隊があなたの街に！ブログで

いま、どこに 

いるのか探し 

て下さい(^^/ 

室内にお貼り 

いただくタイプ 
 

Ａ４とＡ３から 

お選びください 

屋外にお貼り 

いただくタイプ 
 

Ａ３の４倍の 

大きさです 

風雨に耐えます 

室内用 屋外用 

す お 

福岡事務所 国会事務所 

大島議員が 

出張国政報告！ 

 

いつでも見学できます 
 

お問い合わせ 

電話 03-6550-0910 
kusuo_ooshima02@sangiin.go.jp 

予
算
委
員
会 

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

全
大
臣
に 

山
積
す
る

政
治
的
課
題
を

問
う 

大
島
九
州
男
議
員
は
安

倍
総
理
大
臣
ほ
か
全
閣
僚

が
出
席
す
る
参
議
院
予
算

委
員
会
に
お
い
て
発
言
し

ま
し
た
。 

災
害
復
旧 

は
じ
め
に
大
島
議
員
は
、

西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
、
国
政
が
一
丸
と
な
っ

て
被
災
地
に
寄
り
添
う
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

改
正
入
管
法 

今
国
会
の
最
重
要
法
案

で
あ
る
「
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
」
通
称
、
改
正

入
管
法
は
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
手
不
足
を
補
う
た

め
の
政
策
転
換
で
す
。 

 
 

ま
ず
大
島
議
員
は
外
国

人
労
働
者
の
人
権
に
関
し

て
懸
念
を
表
明
。 

 

政
策
転
換
に
よ
り
来
日

す
る
外
国
人
の
多
様
性
を

受
け
入
れ
、
と
も
に
共
生
し

て
い
く
社
会
を
築
き
上
げ

て
い
く
事
が
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
ひ
と
つ
の
進
む
べ

き
道
だ
と
開
陳
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
大
島
議
員
は
改

正
入
管
法
は
一
時
的
な
措

置
で
あ
る
と
し
て
、
将
来
的

に
は
包
括
的
・
総
合
的
な
外

国
人
受
け
入
れ
政
策
が
必

要
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。 

動
物
愛
護 

日
本
国
内
で
は
多
く
の

動
物
愛
護
団
体
の
努
力
に

よ
っ
て
、
こ
の
１
０
年
で
殺

処
分
数
が
７
分
の
１
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

安
倍
総
理
と
原
田
環
境

大
臣
が
異
例
な
こ
と
に

故
・
松
本
龍
元
環
境
大
臣
の

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
に
お
け
る
功

績
を
称
え
た
あ
と
、
環
境
行

政
と
し
て
動
物
愛
護
政
策

の
一
層
の
推
進
を
図
る
決

意
の
答
弁
で
終
え
ま
し
た
。  

全
閣
僚
出
席
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
発
言
す
る
大
島
議
員 

参 議 院 

○民間教育 

○柔整鍼灸 

○中小企業 

○動物愛護 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全質疑内容は 

Youtube でどうぞ 
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柔
道
整
復
療
養
費
が 

大
島
九
州
男
議
員 

執
拗
な

患
者
照
会
が
柔
道
整
復
師
に

対
す
る
不
信
感
を
あ
お
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
柔

道
整
復
師
の
人
権
を
お
と
し

め
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
声
が
あ
る
ん
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
ま
す
か
、
大
臣
。 

厚
生
労
働
大
臣 

こ
の
患

者
照
会
は
、
療
養
費
の
支

給
が
適
正
な
も
の
と
な
る

よ
う
に
す
る
と
の
見
地
か

ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

た
だ
、
一
方
で
、
調
査

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

被
保
険
者
の
過
度
の
負
担

や
受
療
抑
制
を
招
く
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
保
険
者

な
ど
に
対
し
て
何
度
も
留

意
す
る
よ
う
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

過
剰
な
調
査
と
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
、
今
後
と
も
適
切
な
調

査
の
実
施
を
促
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

実
際
の
質
疑
か
ら
抜
粋
・
編
集
し
ま
し
た 

 

減
少
し
続
け
て
い
る 

過度な患者照会が受療抑制に繋がり療養費の減少に至っているとの厚労省答弁があった 

公
益
社
団
法
人
全
国
学

習
塾
協
会
が
事
務
局
に
な

り
、
一
般
社
団
法
人
全
日

本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
、

一
般
社
団
法
人
全
国
外
国

語
教
育
振
興
協
会
、
一
般

社
団
法
人
日
本
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
協
会
、
民
間
語

学
教
育
事
業
者
協
議
会
な

ど
が
参
加
し
て
「
民
間
教

育
団
体
連
絡
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

い
ま
や
民
間
教
育
が
担

う
役
割
は
大
き
く
、
社
会

の
要
請
も
年
々
高
ま
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
協
議
会
は
特
定
の
民
間

教
育
サ
ー
ビ
ス
に
偏
る
こ

と
な
く
、
業
界
の
垣
根
を

越
え
て
行
動
す
る
目
的
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
、
安
藤
大
作
幹
事

長
を
中
心
に
協
議
会
が
運

営
さ
れ
、
民
間
教
育
に
携

わ
る
全
て
の
方
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

大
島
議
員
も
民
間
教
育

振
興
の
た
め
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

会場内は盛り上がり、皆様ともパチリ 

チャーターメンバーを紹介する安藤大作幹事長 

民
間
教
育
団
体
連
絡
協
議
会 

 


